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公 営 コ レ クテ ィ ブハ ウジン グに お ける共用 空間の 利 用に 関す る研究
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Abstraet

　 This　study 　aims 　to　find　the　ctue　that　develops　the

community 　by　understanding 　about 　 the　use 　of 　 the

common 　spaoe 　and 　the　communication 　between　residents ，

and 　to　clarify　the　role　of　the　 common 　 spaoe 　 in　 the

colleCtive　housing（CH ｝．The　use 　of　the　oommon 　space 　was

infi凵enced 　by　the　reason 　for　moving 　into　the　CH　and 　the

distanoe「from　their　apartment ．

1．研究 の 背景と目的

　 近 年、少 子 高 齢化 が 進行す る に 伴い 家族 の 小 規 模 化 ・

多様化 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 弱体化 な ど、家族 の 在 り方

や 地 城 との 関 わ りが変化 しっ つ ある。身近な 住環境 に お

け る人間関 係 が希薄 に な る 中、互 い に 支 え合い な が ら安

心 して 暮 らせ る住 まい や コ ミュ ニ テ ィ が 必 要 と され て い

る 。

　　コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グ は、参加 と共 生 を 理 念 とす る

住 ま い 方の 概念 で あ り、コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に 有益 で ある

と され て い る
文　1・2）

が、本研 究 で は そ うし た コ レ クテ ィ ブ

ハ ウジ ン グを取 り上 げ、共 用空 間 の 利 用 や 居 住者間 の 交

流 か らコ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 を 促 す 手 が か り を見い だ し、コ

レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グ に お け る 共用 空間の 役割を明 らか

にす る こ とを 目的 とす る。

　2，研究の 方法

　 研 究 は 以 下 の 手 順 で 行 っ た。

　 （1 ）対象住宅 にお け る 共 用 空間の 利用状況 や 利用 方 法 の

調査 お よ び入 居 者 の 交 友 関係な どに っ い て ヒ ア リ ン グ調

査、ア ン ケート調査を行 っ た。　（2 ）得 られ た 意 見 や デ

ータか ら、共用空間 の 利用状況 と現在形 成 され て い る コ

　ミ ュ ニ テ ィ を把握 し た 。　（3）共用空間の 利用 が コ ミ ュ

ニ テ ィ 形成 に 与 え た 影 響 を 考察 し、コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ

　ン グにお け る共 用空間の 役割 と在 り方を明 らか に した 。
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3 ．M 査概要

3 − 1 ．丁 市における協同居住の 導入

　T 市で は、入 居者 と近隣住民が 互 い に支 え合え る コ レ ク

テ ィ ブハ ウジ ン グに着目 し、現在 3 住宅 が建 設 され て い

る 〔表 1）。本研究で は 市営 1住宅 を研究対象 とす る。

3 − 2 ．市営 1住宅の 概更

　表 2 に 1住宅の 概要 を示 す eI 住 宅 は、老朽 化 に伴 い 、

高 齢社会 に 対 応 し うる コ レ クテ ィ ブハ ウジ ン グ と して 建

て 替 え られ た。ア ン ケ
ー

ト調査 （表 3 ） は 78 世 帯 に対 し

て 実施 し 50 世帯 か ら回 答を得た （回 収率 ； 64．1％）。

表 1．丁 市営住宅に お ける 共同 居住型 の 導入

住宅 名 事業 特徴 構造
・
管理戸数

A 住 宅 建替 高齢者専用協同居住 RC 造 2 階建 ・8 戸

1住 宅 建替 環境共生、高齢春対応 RC 造 3 階建 ・跖 戸

M 住宅 新築 SI 住宅 RC 造 6階建 ・75 戸

表 2．1住宅の 概要

表 3 ．ア ン ケ
ー

ト調査の 概要

瞬 査年月 平成 21 年 12 月 平 均年 齢 60．9歳

回 収串 64、1％ （50〃 8） 男女比 男 ； 64％ 、女 ： 36％
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4 ，1住宅 における共用空間

　 1 住 宅 は 設計段 階 か ら豊 か な 共 用空間が 計画された （図

1）。 以 下 に主 な もの を述 べ る。

（1） 1棟談話室 （図 2、写真 1）

1棟 の 共 同 玄関 も兼 ね、ア ク セ ス は 談 話室 を 通 る よ う設

計 され た。ま た、、キ ッ チ ン や 和 室 も併設 され て い る。

（2 ） 5棟ふ れ あ い コ
ー

ナ
ー

隣接 した 障害者 向 け 住 戸 と引 き 戸 で仕 切 られ、他 の 居 住

者 と交流が 図 られ やす い 工 夫がされ て い る。

（3 ） 3 階共 用通 路 （写真 2 ）

当階は 高齢者世帯向け住戸 で あ り、裏路地 を イ メージ し

て 設計された。通 路 の 幅 は広 く採 られ 、花壇や ベ ン チ が

設置されて い る。

（4 ）菜園

居住者が 自由に利用 で き、次世代 に 引き渡せ る 育成型管

理 方式 を採用 し て い る。

　 写真 1 ，1棟談猛室　 　　　　　 　　 写真 2 ．3 階共用通路

5 ．調査結果

　居住者 を対象 と した ア ン ケート結果 に よ り考察す る。

　図 3 に交流場 所 の 割合 を示 す。最も多 い の は、　 「共 用

通路 」 （56：S％）、次 が 「住 戸 内 j （43．5％）で あ る。交流 の 場

と し て 談 話 室 を利 用 す る人 は少 な く、共 用 通 路 や 菜 園 な

どで の 交流が 多い 。

　次 に 談話室 の 利用方法を見 る と （図 4）、　 「集会や会議 」

図 3．交流場所〔複数回答）

（84．2％）が最も多く、次 に 「イベ ン ト」 （29％ ）と な っ て お り、

食事や雑談な ど 日常的な利用は少ない こ とが分か る。

　また 、入 居理 由 を 見る と（図 5）、　 「建替前か ら住 ん で い

る」 、 「他 に 住む と こ ろが ない 」 が 最 も多 く（26％）、 「コ

レ クテ ィ ブ ハ ウジ ン グだ か ら1 と い う回答 は 2％ の み で あ

っ た。っ ま り、ほ と ん どの 居住者が コ レ ク テ ィ ブ ハ ウ ス

とい う形式 に 消極的 で あるこ とが 分か る。

6．コ ミュ ニ テ ィ の形成

　 ヒ ア リ ン グ調査 に よ り、4 っ の コ ミ ュ ニ テ ィ が確認 で き

た（図 6）。主 に棟 ご とに 世代や世帯構成などを共通 点に コ

ミ ュ ニ テ ィ を 形 成 して い た。談話室 を利用す る コ ミ ュ ニ

テ ィ は 1棟 と 4 棟の コ ミ ュ ニ テ ィ の み で あっ た。談話室

を共 同 玄関 と して 利 用 す る 1棟 の コ ミュ ニ テ ィ は 、談話

室 で 日常的交 流が な され 、談 話 室 の 利用 が コ ミ ュ ニ テ ィ

形成 の 要 因 の
一

っ と なっ て い る こ とが 認 め られ た こ と か

ら、共 用 空 間 と．住 戸 の 配 置 も重 要 で あ る こ とが分 か っ た
。

7 ，ま とめ

　共 用 空 間の 利 用 が 居 住者 間 の 交流を促 し、コ ミュニ テ

ィ の 形成 を 発 達 させ る が 、積極的に 共 用 空 間を利用 し な

い 居住者 も認 め られ た。共 用空 間 は 日常生 活 の 中で 意図

し ない で 参加 で き 、 自然な 交流を図れ る場 で あるこ とが

望 ま しい 。本研 究で は建替 え等 に よ る居住者 の 共 同居住

への 意識 の 低 さ、共用空間の 在 り方な どの 課 題 が 見出せ

た。今後 の 入 居者への 協同居住 に 対す る理 解 の 促 進や 共

用 室 で の 持 続可能 な 交流 と活動 の 提案な どが必要で ある。
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図 4．談話 室利 用 方法（複数 回 答）
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図 6．コ ミュニ テ ィ 図
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